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7 か所 
設置したアクセスポイント数

約 1,000 人 
オープン初月に 
多数の来訪者が利用

0 件 
施設オープンから 
大きな障害は 1 度も発生せず

Highlights

• 地域活性化を見据えた一大施設の新設に伴い、ネット
ワーク環境を構築

• 無人コワーキングスペースの用途に合わせ、クラウド
から遠隔監視ができ、安定性とセキュリティにも優れた
Cisco Meraki を採用

• 世界的建築家、隈研吾氏が求める内装デザインの要件
を満たすアクセスポイントを採用

地域活性化を促進する
吉備高原のコワーキングスペースの
ネットワーク運用を
Cisco Merakiで効率化
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概要
2024 年 4 月、岡山県の中央に位置する吉備中央町に、コワーキングスペー

スとレストランを併設する「吉備高原 N スクエア」がオープンしました。吉

備中央町が「国家戦略特別区域（デジタル田園健康特区）」に採択され、地

域課題解決の取り組みを推進する中、N スクエアは「転職なき移住」の実現

と地方への新たな人の流れを創出することを目的として建設されました。自

治体や大学、地域企業や県外企業、そして地元住民が交わり、「職・住・学・遊

がクロスするインクルーシブな場」として大きな注目を集めています。同施

設の建設にあたりネットワークインフラとして選ばれたのがCisco Merakiシリー

ズです。クラウドのダッシュボード上でネットワークの状況を遠隔管理・操作

できる Cisco Meraki の特性は、無人化している同施設の運営に強力に貢献

しています。また、施設の設計を手掛けた世界的な建築家、隈研吾氏が求め

る高いデザイン要件もクリアし、美観を損なわず快適なネットワーク環境を

構築しました。

ロケーション
岡山県 , 日本

業界
IT サービス

導入ソリューション
アクセスポイント：
Cisco Meraki MR シリーズ
  ・ MR36-HW 

スイッチ：
Cisco Meraki MS シリーズ 
  ・ MS120-24P 

ルータ / セキュリティゲートウェイ：
Cisco Meraki MX シリーズ 
  ・ MX85

橋本 幸夫  氏

株式会社システムズナカシマ
特別顧問 吉備高原Nスクエア 統括ディレクター

遠隔から運用管理できる利便性と 
コワーキングスペースにも対応した
高いセキュリティ機能、 そして一流
の建築家から求められたデザイン。  
その全ての要件をクリアできるのは
Cisco Meraki シリーズだけでした
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課題

吉備中央町は、岡山駅から車で約 45 分、岡山空港から約 20 分とアク

セスに優れ、同時に安定した地盤で災害も少ない地域として、1970 年

代に大規模なニュータウン化が計画されました。一度は多くの人が移り

住み、街は賑わいを見せましたが、時代とともに人口は減少。そうした中

で改めてこの地に着目したのが、岡山市に本社を構え、長らく地域に根

ざした事業を続けてきた総合システムインテグレータの株式会社シス

テムズナカシマです。

同社は、国や自治体の地方創生の動きと足並みを合わせながら、社会貢

献事業として町の活性化に乗り出しました。こうして 2024 年 4 月に誕

生した施設が「吉備高原 N スクエア（以下、N スクエア）」です。設立の

狙いについて、同拠点の立ち上げを指揮した株式会社システムズナカ

シマ  特別顧問・吉備高原 N スクエア 統括ディレクターの橋本 幸夫氏

は次のように話します。

「これまで吉備中央町には、地域の人が集まって話をできるような場所

がありませんでした。町がデジタル田園健康特区に採択されてからは県

外からも企業の方が来られるようになりましたが、彼らが仕事をできる

場所もなく、コミュニケーションや新しいつながりを生み出すための『場』

が必要だったのです」（橋本氏）
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同社は街の中心部に土地を購入し、設計は東京 2020 オリンピック・パラリン

ピック競技大会で使用された新国立競技場など、数々の有名建築を手掛け

る隈研吾氏に依頼。2023 年 4 月に着工しました。工事が進む中、内装や設

備とともに同時並行でネットワークインフラを検討していきました。

N スクエアは、同社の拠点がある岡山市から離れた場所に立地している上に、

コワーキングスペースという特性上、ネットワーク環境においても高い要件

を満たす必要があったと橋本氏は振り返ります。

「快適に仕事をしていただくコワーキングスペースとしての活用用途を考えると、

ネットワークは高い安定性とセキュリティを両立できることが絶対条件です。

同時に、運用管理コストは極力抑えたいという思いもありました。N スクエア

の建設は、当社が社会貢献を主目的に進めた事業であり大きな収益を見込

めるわけではありません。そのため、施設に専任スタッフを配置せずとも、ネッ

トワーク環境で不具合があった場合でも本社側から遠隔で容易に対処でき

る仕組みを求めていました」（橋本氏）
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ソリューション
このように、施設の用途や経営の条件を踏まえ、要件に応えられるネット

ワーク基盤として採用されたのが Cisco Meraki です。遠隔地からでもネッ

トワークの利用状況を管理者用のダッシュボード上で確認できるように

なっています。

さらに、Cisco Merakiはクラウド上に独自の認証機能を用意しているため、

自前で認証用サーバ（RADIUS サーバ）を用意する必要もなく、セキュリ

ティを担保しながら管理・運用コストも抑えられます。

アクセスポイントには Cisco Meraki MR シリーズを採用し、約 50 名が

利用できる 1 階のカフェスペースに 3 台、2 階のコワーキングスペース

とレンタルオフィスに 4 台を設置しました。カフェスペースでは誰もが

インターネットを利用でき、コワーキングスペースとレンタルオフィスで

は事前登録した利用者のみがインターネットにアクセスできるセキュア

な環境を構築しました。

また、コワーキングスペースでは利用者が席を移動した際に「遠くのア

クセスポイントに接続されたままで動きが不調になる」といったローミン

グの問題についても、アクセスポイントで解決できます。Cisco Meraki 

MR シリーズはアクセスポイント同士が連携し、チャネルの自動調整を

行うため、そうした問題は起こりづらく快適なネットワーク環境を実現で

きます。

構築時のプロセスについて、印象的なエピソードを橋本氏はこう話します。

「2 階のオフィススペースは無人運用を実現するうえで、入退室には顔

認証システムを採用しましたが、オープンの 1 週間前になって認証がで

きないというトラブルが発生し、非常に焦りました。導入ベンダーに相談

して調査してもらったところ、顔認証システム側に原因があることがわ

かり、無事に問題を解消できました。その際にも、状況確認や障害の切り

分けも現地に足を運ぶことなく、遠隔からダッシュボード上で行えたこと

で、Cisco Meraki の有用性を確信しました」（橋本氏）
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結果～今後
導入は順調に進み、2024 年 4 月に N スクエアは無事にオープンを迎え

ました。初月から 1,000 人を超える人が利用し、町の新たなランドマーク

として愛されています。オフィススペースは、3 社がレンタルオフィスを契

約し、コワーキングスペースは約 60 名が登録。さらにセミナーや研修、勉

強会といったさまざまなイベントでも活用されています。このような運用状

況においても、これまでにネットワーク環境に関する不具合は発生してお

らず、安定運用を実現していると、橋本氏は胸を撫でおろします。

「N スクエアには、岡山が日本でリードして生産する CLT という木造建築材

が使用されています。5 枚の板を圧着してつくられる CLT は、鉄骨並みの

強度と、耐火性、断熱性を誇るため、電波を問題なく透過するのかという懸

念もありましたが、非常に安定した通信環境で、利用者からも好評の声が

届いています」（橋本氏）

株式会社システムズナカシマ 
特別顧問
吉備高原 N スクエア
統括ディレクター

橋本 幸夫  氏
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現在、ネットワークの監視は岡山市にある同社のシステム部門で行っていま

すが、ダッシュボードで状況を確認でき、現地でのトラブルシューティングと

いった煩わしい運用の手間はかかっていません。

さらに、洗練された美観を損なわない Cisco Meraki デバイスのデザイン性

についても、橋本氏は次のように評価します。

「N スクエアを設計した隈研吾さんからは、椅子や机、本棚など、内装のデザ

インに関してもチェックが入り、天井のダクトを指定の色で塗るなど、細部ま

で “一流”が求められました。Cisco Meraki デバイスも同じく隈研吾さんに

事前に提案し、デザインに問題ないことを認めていただきました。アンテナ

が内蔵され、PoE 対応で LAN ケーブルも外側から見えにくように配慮され、

機能性とデザイン性を両立する Cisco Meraki シリーズは、まさに N スクエ

アのコンセプトにフィットする他にはない選択肢でした」（橋本氏）

最後に橋本氏は、N スクエアの展望やシスコへの期待を次のように語りました。

「N スクエアは、人を引き寄せる力をもっていると思います。これからは、この

場所を『アートとイノベーションのパワースポット』として、多くの人が混ざり

合い、 吉備中央町の新しい未来を創造する場所として成長させていきたいと

考えています。その基盤として、ネットワークを担うシスコのソリューションは

非常に重要な存在。N スクエアとともに当然のように在り続けるものとして、

安定性とセキュリティ性のさらなる向上に期待しています」（橋本氏）
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Meraki の詳細は 
meraki.com/jaをご覧ください
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1985年に船舶用推進器のトップメー

カであるナカシマプロペラ株式会社

のシステム事業部門から分離し、独立

法人として設立。設計部門向け CAD

システムの開発からスタートし、現在

では、事務系システムの開発から導

入・運用コンサルティングまでを行う、

総合システムインテグレータとして、

さまざまな分野でたゆまないチャレ

ンジを続けている。

株式会社システムズナカシマ

シスコシステムズ合同会社
〒107-6227 東京都港区赤坂 9-7-1 ミッドタウン・タワー
https://www.cisco.com/jp
https://meraki.cisco.com

お問い合わせ先
Cisco Meraki 営業窓口
meraki-japan@cisco.com

2407-1-N
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